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全
国
に
お
い
て
線
状
降
水
帯
の
発
生

に
よ
る
豪
雨
災
害
が
激
甚
化
・
頻
発
化

し
て
い
ま
す
。

７
月
７
日
（
日
）
に
は
、
日
野
川
右
岸

河
川
緑
地
公
園
に
お
い
て
、
消
防
団
員

の
水
防
技
術
の
習
得
と
知
識
・
技
能
の

向
上
を
図
る
た
め
、
３
年
ぶ
り
に
水
防

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

河
川
の
越
水
や
堤
防
の
決
壊
を
想
定

し
、
各
分
団
に
お
い
て
、
積
み
土
の
う

工
法
や
シ
ー
ト
張
り
工
法
等
の
法
面
工

法
な
ど
を
、
実
践
さ
な
が
ら
の
緊
張
感

を
持
っ
て
迅
速
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

６
月
23
日
（
日
）
、
梅
雨
前
線
が
北
陸

地
方
を
通
過
し
、
越
前
市
を
含
む
県
内

７
地
点
で
６
月
観
測
史
上
最
大
を
記
録

し
ま
し
た
。

越
前
市
の
24
時
間
雨
量
は
１
６
３.

５
ミ
リ
を
記
録
、
吉
野
瀬
川
の
支
流
で

あ
る
沖
田
川
が
越
水
し
、
床
下
浸
水
や

道
路
冠
水
、
山
間
部
で
は
土
砂
崩
れ
が

７
箇
所
発
生
し
、
６
地
区
に
避
難
指
示

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
各

分
団
が
出
動
し
、
道
路
冠
水
箇
所
の
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
広
報
活
動
、
床
下
浸

水
を
防
ぐ
積
み
土
の
う
等
を
行
い
ま
し

た
。 ６

地
区
で
避
難
指
示

発
令

水
防
訓
練
を
実
施

第７３回 福井県消防操法大会が開催！ 
ポンプ車操法の部 北新庄分団 ５位入賞 

小型ポンプ操法の部 大虫分団 ５位入賞 

大
虫
分
団
あ
い
さ
つ

佐
々
木
重
泰

分
団
長

選
手
代
表
あ
い
さ
つ

指
揮
者

宮
下
徳
之

選
手
代
表
あ
い
さ
つ

指
揮
者

鎌
谷
英
世

こ
の
度
は
、
県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
さ
せ
て

頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

選
手
の
年
齢
は
中
堅
以
上
で
、
若
さ
で
は
他
市

町
の
消
防
団
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
が
、
経
験
値
を

活
か
し
て
、
十
二
分
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

思
う
よ
う
な
結
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
選
手
の
気
合
い
と
大
虫
分
団
の
結
束
力
は
、

他
の
消
防
団
よ
り
も
優
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

ご
指
導
頂
い
た
笠
島
様
・
片
山
様
、
本
訓
練
で

応
援
に
駆
け
つ
け
て
頂
い
た
各
分
団
の
皆
様
、
自

主
訓
練
か
ら
見
守
っ
て
頂
い
た
署
員
の
皆
様
、
そ

し
て
大
虫
分
団
の
仲
間
、
選
手
の
み
ん
な
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

７
月
27
日
（
土
）
に
「
第
73
回
福
井
県
消
防
操

法
大
会
」が
、
県
消
防
学
校
に
て
開
催
さ
れ
、
南
越

消
防
組
合
代
表
と
し
て
「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
」に
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
県
内
の
消
防
団
員
が
、
消
火
技

術
を
競
う
も
の
で
、
操
法
技
能
の
向
上
と
士
気
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

本
年
３
月
よ
り
、
基
礎
訓
練
・事
前
訓
練
・本
訓

練
と
、
選
手
５
人
を
中
心
に
団
員
32
人
が
、
交
代

に
て
サ
ポ
ー
ト
や
応
援
を
行
い
ま
し
た
。

訓
練
期
間
中
は
、
管
理
者
・消
防
署
幹
部
・消
防

団
幹
部
・消
防
署
員
・各
団
体
の
皆
様
か
ら
、
多
大

な
る
励
ま
し
や
激
励
、
ご
鞭
撻
を
頂
き
、
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
大
虫
分
団
員
37
名
の
絆
が
、
よ
り
一
層

深
ま
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

長
期
間
に
亘
り
、

本
当
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

指
揮
者
と
い
う
立
場
で
始
ま
っ
た
県
消
防
操
法

大
会
。

当
日
は
、
会
場
の
緊
迫
し
た
雰
囲
気
に
の
ま
れ

て
し
ま
い
、
最
初
か
ら
躓
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
事
が
、
他
の
選
手
に
波
及
し
緊
張
感
を
与

え
た
と
考
え
る
と
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
一
杯

で
す
。

そ
れ
で
も
、
全
国
大
会
出
場
を
目
標
に
、
北
新

庄
分
団
が
最
後
ま
で
一
致
団
結
し
て
い
た
こ
と

が
、
消
防
団
活
動
や
仲
間
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め

て
実
感
で
き
た
大
会
で
し
た
。

北
新
庄
分
団
あ
い
さ
つ

清
水
公
一

分
団
長

7
月
27
日
（
土
）
に
「
第
73
回
福
井
県
消
防
操

法
大
会
」
が
、
県
消
防
学
校
に
て
開
催
さ
れ
、
南
越

消
防
組
合
代
表
と
し
て
「
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
」
に

出
場
し
ま
し
た
。
県
内
に
は
、
北
陸
新
幹
線
が
開

業
し
、
本
年
は
大
変
記
憶
に
残
る
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

さ
て
、
訓
練
は
約
３
ヶ
月
前
か
ら
、
大
会
出
場
に

向
け
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
初
は
不
慣
れ
な

選
手
達
も
、
反
復
練
習
と
と
も
に
完
成
さ
れ
た
一

つ
の
点
と
な
り
、
お
互
い
が
支
え
合
い
、
信
じ
合
う

な
か
、
時
間
と
共
に
点
と
点
が
繋
が
り
、
見
事
な

一
連
の
操
法
に
な
り
ま
し
た
。
一
重
に
、
選
手
一
人

ひ
と
り
の
高
い
意
識
と
努
力
の
賜
物
で
す
。
ま
た
、

不
測
の
事
態
を
乗
り
越
え
、
選
手
団
を
一
つ
に
纏

め
上
げ
た
指
揮
者
の
手
腕
は
、
本
当
に
見
事
で
し

た
。指

導
員
が
作
製
し
た
応
援
動
画
を
見
て
、
チ
ー

ム
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
ピ
ー
ク
と
な
り
、
迎
え
た

本
番
。
結
果
は
５
位
で
し
た
が
、
消
防
操
法
大
会

に
参
加
し
た
事
に
よ
り
、
何
物
に
も
代
え
が
た
い

結
果
以
上
の
成
果
が
得
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

出
場
に
際
し
、
ご
指
導
を
頂
い
た
消
防
職
員
の

皆
様
、
激
励
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
皆
様
に
、
改
め

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
選
手
の
ご
家
族
、

勤
務
先
の
皆
様
に
も
、
大
会
出
場
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



（４） （３） 

西
分
団

濱
﨑

紹
洋

①

登
山

②

日
々
是
好
日

③

現
団
員
に
よ
る
勧
誘

④

人
知
れ
ず
活
動
さ
れ
て
い
る

縁
の
下
の
力
持
ち

西
分
団

西
野

喜
文

①

ロ
ー
ド
バ
イ
ク

②

な
ん
く
る
な
い
さ
〜

③

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
電
機

屋
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
・・・

④

規
律
が
厳
し
そ
う

西
分
団

光
川

雄
梧

①

写
真
と
自
転
車

②

大
器
晩
成

③

職
場
の
人
に
誘
わ
れ
た
か
ら

④

夜
に
消
防
車
や
鐘
を
持
っ
て

夜
回
り
を
し
て
い
る

吉
野
分
団

竹
内

泰
良

①

ゲ
ー
ム
を
す
る
／
見
る
こ
と

②

遠
く
に
行
く
に
は
近
く
か
ら

③

昔
馴
染
み
の
方
に
誘
っ
て
頂

い
た
た
め

④

防
災
以
外
の
地
域
に
根
差
し

た
活
動
も
し
て
い
る

吉
野
分
団

植
村

健
一

①

旅
行
・飲
み
会

②

何
と
か
な
る
さ

③

団
員
の
勧
誘

④

火
災
や
災
害
時
、
一
番
に
駆

け
つ
け
る
頼
り
に
な
る
存
在

王
子
保
分
団

田
中

凪
人

①

ド
ラ
イ
ブ

②

一
期
一
会

③

地
域
貢
献

④

か
っ
こ
い
い
人
達

味
真
野
分
団

吉
田

開

①

ラ
ン
ニ
ン
グ

②

が
ん
ば
れ
る
だ
け
や
る

③

家
族
に
勧
め
ら
れ
た
か
ら

④

皆
さ
ん
意
識
が
高
い
で
す

白
山
分
団

堀
江

純

①

温
泉
旅
行
に
行
く
こ
と

②

敵
は
己
の
中
に
あ
り

③

同
じ
地
区
に
住
む
分
団
長
さ
ん

に
、
お
願
い
さ
れ
た
か
ら

④

消
防
団
に
無
関
心
だ
っ
た
の
で

イ
メ
ー
ジ
が
よ
く
分
か
ら
な
い

白
山
分
団

竹
山

勇
喜

①

ア
ウ
ト
ド
ア
（キ
ャ
ン
プ
）

②

「優
れ
る
な
、
異
な
れ
」

③

暮
ら
し
て
い
る
地
域
に
少
し
で

も
貢
献
し
た
い
で
す

④

子
供
の
憧
れ

ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー

粟
田
部
分
団

小
玉

光

①

サ
ッ
カ
ー

②

失
敗
は
成
功
の
も
と

③

知
人
の
紹
介

④

火
災
が
起
き
た
際
、
す
ぐ
駆
け

つ
け
る
イ
メ
ー
ジ

南
中
山
分
団

山
田

敏
史

①

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

②

失
敗
は
成
功
の
基

③

住
み
暮
ら
す
地
域
の
安
心
・安
全

に
協
力
し
た
い
と
思
う

④

上
下
関
係
が
厳
し
い
イ
メ
ー
ジ

南
中
山
分
団

堀
江

辰
哉

①

登
山
・ナ
イ
フ
収
集

②

人
生
楽
し
ん
だ
も
ん
勝
ち

③

父
親
が
以
前
入
団
し
て
い
た
た
め

④

災
害
時
に
地
域
の
た
め
に
働
く
人

た
ち

元
越
前
市
消
防
団
副
団
長

山
﨑

英
己

こ
の
度
、
令
和
６
年
３
月
末
日
を
も
っ
て
、
43
年
11
ヶ
月
に
亘
り
務

め
た
消
防
団
を
大
過
な
く
退
団
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

ひ
と
え
に
、
署
員
の
方
々
と
団
員
の
皆
様
、
多
く
の
先
輩
方
や
仲
間

達
の
温
か
い
ご
指
導
の
賜
物
と
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
幾
多
の
火
災
や
災
害
現
場
へ
の
出
動
、
消
防
行
事
や
訓

練
な
ど
、
数
多
く
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
時
々
に
先
輩
方
の
助
言
や
団
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
、
消
防
団
員
と
し
て
の
任
務
を
遂
行
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
大

変
幸
せ
で
し
た
。

現
団
員
の
皆
様
に
は
、
団
員
不
足
な
ど
消
防
団
を
取
り
ま
く
環
境
は

大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
近
い
将
来
、
発
生
の
可
能
性
が
高
い

大
き
な
災
害
等
に
備
え
て
、
愛
郷
の
精
神
を
持
っ
て
、
市
民
の
生
命
や
財

産
を
守
る
た
め
、
ご
精
進
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
越
前
市
消
防
団
の
発
展
と
、
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
退
団
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

長
い
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
４
月

新
入
団
員

紹
介

①

趣
味

②

座
右
の
銘

③

入
団
理
由

④

消
防
団
の
イ
メ
ー
ジ

令
和
６
年
３
月
末

退
団
あ
い
さ
つ


